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《要　旨》
　本論は，全国で採用されている猫の去勢手術の術式が動物病院や獣医師によって異なっている点
に着目し，最も採用されている術式と近年の去勢手術の傾向を，年代別，地域別，または飼い猫と
地域猫で採用する術式の違いが存在するのかも含めて獣医師へのアンケートを実施することによっ
て調査を実施した結果である（回答数 114件）。注目すべきは術後の陰嚢縫合の有無であり，64％
の獣医師が術後に陰嚢の切開創を縫合しないと回答した。地方別にみると，近畿地方では縫合を行
うことが多い一方，関東地方・九州地方では縫合を行わないことが多い結果となった。本アンケー
トでは精索の結紮については，教科書での標準的な手技である縫合糸を用いた結紮法が最多である
が、組織を用いた結紮法や，電気メスまたはシーリングを用いた精索結紮法も行われていることが
分かる結果となった。近年は去勢手術においてもインテリジェント熱凝固法（シーリング）を取り
入れる動物病院が増加傾向にあることも分かった。組織を用いた精索結紮と電気メスやシーリング
を用いた去勢手術を行う獣医師からその理由として異物反応を避けるためという回答理由が得られ
ていることは，近年多くの報告がなされている縫合糸反応性肉芽腫に関係があるかもしれない。１
次診療を行う動物病院において実施件数の多い猫の去勢手術においても細部における術式は多様で
あり，学校教育の現場などで学んだ術式とは異なる方法も多数存在する。他方，野良猫の繁殖を抑
える目的で野良猫を捕獲して不妊・去勢手術を施し，元の場所に戻される猫（Trap-Neuter-

Return：TNR）における去勢手術には陰嚢縫合を行わない開放式，または抜糸の必要がない吸収
糸を用いた埋没縫合が多く利用されており，術後管理の困難な猫に対する獣医師の対応がうかがえ
た。

キーワード：アンケート調査，獣医師，猫の去勢手術，陰嚢縫合 

1.  序論

　犬や猫における不妊手術（去勢手術及び避妊
手術）は 1次診療を行っている動物病院におい
て日常的に行われる手術であり，不妊手術が日
常的に行われる背景には次のような理由が考え
られる。それは、一般的に早期の不妊手術によ
り，望まれない繁殖を抑制することが可能であ
り，この積極的な取り組みは近年における各地
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方自治体の動物愛護管理センターでの安楽死数
減少の要因となっている（環境省 2014）。地域
猫についても早期に不妊手術を行い地域コミュ
ニティに戻す，いわゆる Trap-Neuter-Return 

（TNR）を行うことによって，特定の飼い主の
存在しない地域猫数を将来に渡って減少させる
ことが可能となる（Levy et al  2003; 三重県鈴
鹿保健所 2016; 三井 2022）。また，早期の猫の
去勢手術による将来にわたる生殖器系の病気の
抑制は明らかであると報告されている（伊藤 
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2020; Marvin Mackie 2006）。愛玩動物看護師
の業務とは獣医療現場における診療補助と適正
飼養の指導とされている。診療補助には動物病
院内での手術の補助行為も含まれており，獣医
師の指示のもと手術器具の事前準備や手術中の
補助作業を担っている。このような理由からこ
れらの術式を正確に理解することは，愛玩動物
看護師にとって必要不可欠であるといっても差
し支えないであろう。さらには各術式で生じる
問題点を十分に理解し，術後管理において問題
が生じた際に迅速に対応できるように知識を深
めておく必要がある。愛玩動物看護師を養成す
る場において不妊手術の術式を説明するにあた
り，教科書に掲載されている基本的な方法と近
年新たに導入されている医療機器を用いる方法
では手術準備の内容や補助行為にも違いがある
からである。本論では，実際に動物病院におい
てどのような術式が採用されているのかアンケ
ートを実施し，愛玩動物看護師教育の一助とす
るべく報告する。
　猫の去勢手術とは，陰嚢から精巣を摘出する
ことで生殖機能を喪失させる手術を言う（岡本 

2006）。その手順は，精巣を摘出することによ
り完了するが，そこに至るまでの精索の結紮方
法や精巣摘出後の陰嚢の縫合方法などについて
多様な方法が存在している。たとえば，精索の
結紮方法について縫合糸を用いる方法と縫合糸
を用いずに組織を用いて結紮を行う方法，また
近年の傾向として，電気メスやシーリング等を
使用した結紮方法（インテリジェント熱凝固
法）である。いずれの方法を採用するかは動物
病院の判断に任されている（矢田他 1996）。猫
の去勢手術においては陰嚢縫合を行うことによ
って陰嚢の中に漿液が貯留することがある。そ
のうえ，縫合を行わなくても 1週間ほどで切開
創が治癒するため，しばしば縫合を行わない
（伊藤 2020）。しかし縫合を行う場合には，吸
収性縫合糸を用いた埋没法か非吸収性縫合糸を
用いた皮膚縫合のどちらかを行う。
　本アンケート調査は，このように日常化され
た手術において動物病院や獣医師によってどの
術式が最も採用されているのか，また使用され
ている術式に地域差は存在するのかを調査し

た。また同様の術式でも詳細な手技が異なる点
に着目をして近年の雄猫の去勢手術法はどのよ
うな傾向なのか，術式に地域差が存在するのか
などの点を明確にすることを目的とした。その
うえで，近年問題となっている縫合糸反応性肉
芽腫が猫の去勢手術にどのような影響を与えて
いるのかを考察した。また，地域猫の去勢手術
と飼い主の所有する猫（飼い猫）の去勢手術と
では術式の違いがあるのか，双方の術式におけ
る術後ケアについても合わせて考察していくこ
とを目的とした。

2.  方法

2-1  調査対象
　本調査は 2023年度において当コースに在籍
していた学生（藤井，前田，山中）の卒業論文
の一環として実施されたものである。調査は，
2023年 8月 1日より 8月 31日の期間に実施さ
れた。回答者は国内の小動物臨床に従事してい
る獣医師とし，アンケート協力についての印刷
物を作成し PDF化した。各地域の臨床獣医師
よりWebアンケートの QRコードが掲載され
た印刷物を知り合いの臨床獣医師に拡散してい
ただくかたちで回答者を募り，本研究の趣旨に
協力の意を示し，調査への同意が得られた方を
対象に，Google Formsを利用した無記名の
Webアンケート方式で実施した。またメール
での回答方法を印刷物上に記載し，匿名性を担
保することを記載し回答を得た。いずれの回答
も無記名方式で実施した。複数の獣医師が在籍
する動物病院においては，それぞれの獣医師に
個別にWebアンケートへの回答を求めた。し
たがって，同じ病院内で複数の術式を実施する
状況も把握できる。

2-2  調査内容
　質問項目は以下の通りである。
1，対象者の属性（年齢，臨床歴，開業地域）
2，飼い猫の去勢手術を行った際の陰嚢切開創
の処置方法

3，飼い猫の去勢手術における精索の処置方法
4，TNR（地域猫）の去勢手術の受け入れ有無
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5，飼い猫と TNR（地域猫）の術式の違い

2-3  分析方法
　本調査の設問は去勢手術についての術式を調
べたものであり，また加えて飼い猫と地域猫に
ついて術式に変化があるかを調べたものであ
る。全質問項目の回答は単純集計し，また自由
回答については類似の回答をグループ分けし
た。その後本調査の結果分析において特徴的な
差異がみられた集計結果についてエクセル統計
2016（社会情報サービス）を用いてχ2検定を
行い，有意性を判定した。

3.  結果

　アンケートには全国から 114件の回答を得
た。アンケート回答者の内訳としては表 1の通
りである。

　「飼い主の所有する猫の去勢手術を行った際
に陰嚢の切開創の縫合を行いますか」という質
問に，「はい」が 36％（41名），「いいえ」が
64％（73名）で，縫合を行わない割合が多い
という結果になった（図 1）。術者の世代別で
の割合も分析したところ，30代以下で「はい」
が 30％（6名），「いいえ」が 70％（14名），40

代で「はい」が 30％（11名），「いいえ」が 70

％（26名），50代で「はい」が 41％（16名），
「いいえ」が 59％（23名），60代以上で「はい」
が 44％（8名），「いいえ」が 56％（10名）で，
若齢層になるほど縫合を行わない割合が増加す
る傾向があった（図 1）。

　また，地域別での切開創の縫合の割合も検討
したところ，北海道地方では「はい」が 38％
（3名），「いいえ」が 62％（5名），東北地方で
は「はい」が 17％（5名），「いいえ」が 83％
（8名），関東地方では「はい」が 26％（11名），
「いいえ」が 74％（31名），中部地方では「は
い」が 13％（1名），「いいえ」が 87％（7名），
近畿地方では「はい」が 67％（16名），「いい
え」が 33％（8名），中国・九州地方（注 1）では
「はい」が 26％（5名），「いいえ」が 74％（14

名）であり，近畿地方では縫合を行う傾向が強
かった（図 2）。この内容を縫合の割合が多い
地域とその他の地域において分析すると，近畿
地方において陰嚢の切開創を縫合する割合は
67％（24名中 16名）に達し，切開創を縫合す
る割合が半数以上を占める結果となった。近畿

表１ 回答者の基礎情報
項目 割合 (人数)

年齢 20代 1% (1)
30代 17% (19)
40代 32% (37)
50代 34% (39)
60代 15% (17)
70代以上 1% (1)

臨床歴 10年未満 4% (5)
10〜19年 35% (40)
20〜29年 32% (36)
30年以上 29% (33)

病院所在地 北海道地方 7% (8)
東北地方 11% (13)
関東地方 37% (42)
中部地方 7% (8)
近畿地方 21% (24)
中国・九州地方 17% (19)

　表 1　回答者の基礎情報
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図 1 年代別でみた陰嚢切開創の縫合の有無割合 
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図 1　年代別でみた陰嚢切開創の縫合の有無割合

図 2　地域別でみた陰嚢切開創の縫合の有無割合
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地方以外の地域では，陰嚢の切開創を縫合する
割合は 28％（90名中 25名）であった。陰嚢の
切開創を縫合する割合についてχ2検定により
有意性を判定したところ、近畿地方においては
縫合を行う割合が高いという判定結果となった
（ｐ＜ 0.01）（図 2）。
　次に「縫合を行う理由」を選択式で質問した
ところ，「縫合を行う術式を教わったから」が
32％（13名），「飼い主の安心を得るため」が
24％（10名），「治癒過程が早いから」が 22％
（9名），「感染症を考慮している」が 17％（7

名），その他が 4％（2名）であった。「その他」
の理由として「術後創内組織を引き出してしま
った症例経験があるため」が 2％（1名），「患
部の離開を防ぐため」が 2％（1名）という結
果になった。（表 2）
　また，地方別で縫合を行う割合が高かった近
畿地方で縫合を行う理由は，「縫合を行う術式
を教わったから」が 44％（7名），「治癒過程が
早いから」が 31％（5名），「飼い主の安心を得
るため」が 19％（3名），「感染症を考慮してい
る」が 6％（1名）という結果になった（表 2）。

　縫合を行う獣医師（「はい」と回答した方）
を対象とした「縫合糸は吸収糸と非吸収糸どち
らを使用しますか」という質問では，「吸収糸」
が 68％（28名），「非吸収糸」が 32％（13名）
という結果になった（表 2）。
　「縫合を行わない理由」を選択式で質問した
ところ「縫合をしない術式を教わったから」が
50％（36名），「縫合をする必要がないから」

が 19％（14名），「糸を気にする子がいるから」
が 15％（11名），「医療用接着剤を使用してい
るから」が 7％（5名），「縫合による感染予防
のため」が 6％（4名），「抜糸が必要であるか
ら」が 3％（2名）となり，縫合を行う獣医師
も行わない獣医師も「教わったから」という理
由が多いという結果になった（表 3）。

　「飼い主の所有する猫の去勢手術において精
索をどのように処置していますか。」という質
問について，「組織を利用した結紮」が 37％
（42名），「電気メスやシーリング等を利用する」
が 18％（20名），「縫合糸を利用した結紮」が
45％（51名）という結果になった（表 4）。
　それぞれにおける精索の処置の理由を術式ご
とに整理して表 4に示す。得られた回答を分析
し類似の回答で集計した結果，まず「組織を利
用した結紮」で「異物反応を避けるため」が
40％（17名），「時間短縮になるから」が 17％
（7名），「その方法で教わったから」が 17％（7

名），「経費削減のため」が 10％（4名）であっ
た。次に「電気メスやシーリング等を使用す
る」で「異物反応を避けるため」が 30％（6

名），「時間短縮になるから」が 30％（6名），
「シーリング等の設備があるから」が 10％（2

名），「経費削減のため」が 5％（1名）であっ
た。最後に「縫合糸を利用した結紮」では「確
実な止血のため」が 27％（14名），「時間短縮
になるから」が 6％（3名），「その方法で教わ
ったから」が 8％（4名），「経費削減のため」
が４％（2名）であった。
　「組織を利用した結紮」と「電気メスやシー
リング等を利用した処置」において最も割合の
多い答えは「異物反応を避けるため」というも

表２ 縫合を行う理由および使用している縫合糸について

選択肢
割合 （人数） 割合 （人数）
32% （13） 44% （7）
24% （10） 19% （3）
22% （9） 31% （5）
17% （7） 6% （1）

2% （1）

縫合を行う術式を教わったから
飼い主の安心を得るため
治癒過程が早いから
感染症を考慮している
術後創内組織を引き出した臨床
経験があるから（その他）
患部の離開を防ぐため（その他） 2% （1）
使用している縫合糸について
吸収糸 68% （28）
非吸収糸 32% （13）

近畿地方の結果全体の結果

　表 2　縫合を行う理由および使用している
　縫合糸について

表３ 縫合を行わない理由 

      割合（人数）肢択選
縫合を行わない術式を教わったから 50% （36）

）41（%91らかいなが要必
糸を気にする猫がいるから 15% （11）
医療用接着剤を利用しているから 7% （5）
縫合糸による感染予防のため 6% （4）
抜糸が必要となるから 3% （2）

　表 3　縫合を行わない理由
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のであった。これに対し「縫合糸を利用した結
紮」を行っている獣医師において最も割合の多
い回答は「確実な止血のため」という理由であ
った。
　「TNR（地域猫）の去勢手術を受け入れてい
ますか。」という質問には，「はい」が 73％（83

名），「いいえ」が 27％（31名）という結果に
なった。本調査においてはおおよそ 4分の 3の
病院で TNRの受け入れが行われていることに
なる。また，本調査における TNR（地域猫）
の受け入れ割合を地方別に分け調べたところ，
受け入れ病院が多いのは関東地方（36％），近
畿地方（18％），中国・九州地方（18％）であ
り，この 3地域で全体の 72％を占めていた。
　「TNR（地域猫）の術式は飼い猫と同じよう
に施していますか」という質問に，「はい」が
95％（79名），「いいえ」が 5％（4名）となっ
ており，飼い猫と同じ術式を実施している獣医
師が大半を占めているという結果になった。飼
い猫と同じ術式ではないと回答した方の理由と
して，「縫合を行う場合では，抜糸の必要がな
い吸収性縫合糸による埋没縫合を採用してい
る」との回答が得られた。「TNR（地域猫）の
去勢手術において縫合する際の縫合糸は吸収糸
と非吸収糸どちらを使用していますか」という
質問に「吸収糸」が 80％（20名），「非吸収糸」

が 20％（5名）という結果になった。

4.  考察

4-1  陰嚢の縫合について
　アンケートの結果から，地域に偏向はあるも
のの陰嚢の切開創では縫合を行わない術式が
64％に達しており，半数以上を占める結果とな
った。獣医師の世代ごとの割合でみると，年齢
が下がるにつれて陰嚢縫合を行わない獣医師が
増える傾向にある。縫合を行わない術式を選択
している理由として「そのように教わったか
ら」との回答が 50％に上っていることから、
近年では獣医師の教育現場において縫合しない
術式を教わる傾向にあり、若い獣医師の間で縫
合しない術式が一般的になりつつあるのかもし
れない。一方で飼い猫に非吸収性縫合糸を用い
た陰嚢縫合を行う獣医師は，抜糸のために術後
に病院を再訪する機会を作ることができ，傷の
経過を確認するだけでなく去勢手術後の猫の行
動変化などを問診する機会が得られるため，よ
り飼い主に寄り添った対応が可能になるのでは
ないだろうか。
　また，今回のアンケートにおいて縫合の術式
に地域差が生じたことは想定外の結果であっ
た。特に近畿地方において陰嚢の縫合を行う術

表４ 去勢手術における精索の処置方法 

）数人（合割）数人（合割
組織を利用した結紮 37% (42) 異物反応を避けるため 40% (17)

時間短縮になる 17% (7)
その方法で教わった 17% (7)
経費削減 10% (4)
その他・無回答 17% (7)

電気メスやシーリング等を利用 18% (20) 異物反応を避けるため 30% (6)
時間短縮になる 30% (6)
設備があるから 10% (2)
経費削減 5% (1)
その他・無回答 25% (5)

縫合糸を利用した結紮 45% (51) 確実な止血のため 27% (14)
時間短縮になる 6% (3)
その方法で教わった 8% (4)
経費削減 4% (2)
その他・無回答 55% (28)

各処置内での割合
由理法方置処

全体の割合

　表 4　去勢手術における精索の処置方法
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式が多く採用されていることについて，44％
（16名中 7名）がその理由として「縫合を行う
術式を教わったから」と回答している。獣医師
が最初に去勢手術の術式について教わる場面は
大学教育現場であると考えられる。教科書で
は、陰嚢縫合については閉鎖式と開放式の 2つ
の術式が取り上げられていた。獣医師が大学を
卒業した後にどのような術式を採用するかにつ
いては、臨床現場での経験によるところが大き
いと推察するが、卒業後の就職先や研修先，さ
らには全国の各獣医師会支部や民間の研究会で
行われている研修会，臨床獣医師が参加する学
会などの報告を参考にすることも考えられる。
　このように地域によって術式の選択が異なる
という事実は，今回のような日常的な手術であ
っても，教え方が全国で様々であるということ
を示唆する。獣医師や愛玩動物看護師を育成す
る教育現場ではその術式をなるべく多く紹介す
ることが望ましい。また，それぞれの術式にお
ける術後の問題点の相違などについてより深く
学習させる必要がある。動物医療の進歩に沿っ
てまた新たな術式が考案されていった際には，
いち早くその術式について教育関係者が理解
し、実際の臨床現場ではどのような方法が採用
されているのかを知る必要性があると推察され
る。

4-2  精索の処置方法について
　精索の処理方法についてのアンケート結果を
考察していくと，縫合糸を用いた結紮が最も多
数を占める結果となった（45％，51人）。その
理由として最も多かったものは，「その方法で
教わった」（8％、4人）と選択した回答者より
も「確実な止血のため」（27％，14人）を選択
した回答者が多数となった。他の処置方法に比
べてこの処置方法を選択したグループでは「無
回答」が 55％、28人）と多かったことも特徴
的である。縫合糸を用いる結紮方法は教科書で
示されている標準的な手技であり，目視により
確実に止血状態を確認することが可能なため，
標準的な手術方法として確立している（木村他 

2006）。無回答が多かった理由は多くの獣医師
にとって疑う余地もなくもっとも慣れた方法で

あり，この手技を用いている理由は必要がない
のかもしれない。
　次に数が多かった方法は組織を利用した結紮
方法である（37％，42人）。この方法は縫合糸
を用いた結紮法とともに多くの教科書に掲載が
なされているもう一つの方法となる（木村他 

2006）。この方法での処置を行った理由として
は，「その方法で教わった」（17％，7人）とい
う回答に続き，「時間短縮になる」（17％），「経
費削減のため」（10％）が続いた。この方法で
も無回答が一定の割合存在し（17％），その手
技を用いる獣医師にとっては最も慣れた手術方
法であると考えられる。このアンケートの回答
では 40％（17人）の方が「異物反応を避ける
ため」と回答している。
　この最も多数を占めた「異物反応を避けるた
め」という理由については，もう一つの選択肢
であった「電気メスやシーリング等を利用」の
結果を合わせて考察を行う必要があると考え
る。今回のアンケート結果では，精索の縫合に
インテリジェント熱凝固法（シーリング）を用
いているという回答が得られた（電気メスと合
算した回答数は，18％にあたる 20人におよぶ）。
従来は，縫合糸に代わり電気メスによる止血が
取り入れられていたが，電気メスによる止血で
は術後に痂皮脱落による再出血が起こることが
あり，比較的大きな血管の止血にはリスクを伴
うという欠点がある（Sigel and Dunn , 1965)。
近年では，インテリジェント熱凝固法を取り入
れる動物病院が増加傾向にある（伊藤 2020）。
この方法では熱融合凝固による止血を行うこと
ができるため痂皮の脱落による再出血は発生し
ない。通常は結紮糸を用いなければならないよ
うな大きな血管に対しても止血が可能である。
以上の理由から、精索の処理において結紮法よ
りも短時間で処置を終えることが可能である
（藤井・小林 2010）。このようなメリットから，
シーリング法は，機器を所有している動物病院
においては，卵巣子宮摘出術に限らず去勢手術
にも用いられている。この処置方法が選択され
た理由として最も多かった回答は，「時間短縮
になる」と同率で「異物反応を避けるため」で
あった（30％）。
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　そもそも異物反応とはどのようなもので，そ
の報告が去勢手術にどのような影響を与えてい
るのであろうか。雌犬の不妊手術において卵巣
摘出部あるいは子宮断端における肉芽腫は，避
妊手術後の主要な合併症の一つであり，かねて
よりその臨床症状については多数の報告がなさ
れてきた（Furncaux, et al 1973 ; Werner, et 

al 1992)。縫合糸反応性肉芽腫については特に
犬の腹腔内手術においてしばしば議論されてお
り，雌犬の避妊手術での報告として卵巣子宮摘
出術後の縫合糸反応性肉芽腫が疑われた症例が
まとめられている（千々和 2008）（注 2）。また
2010年に藤井康一と小林孝之は，犬の去勢手
術においても精索の離断時に縫合糸による結紮
法を用いることによって炎症反応（C反応性蛋
白値（CRP））が上昇することを示している
（藤井・小林 2010）。この論文中では，精索の
離断にインテリジェント熱凝固法を用いた群で
の CRP値は有意に抑制されていた。今回のア
ンケート結果から，獣医療現場において去勢手
術にシーリング法を利用していることは手術時
間の短縮に加えて異物反応による炎症を抑える
ことができるという点も考慮している事が伺え
る。
　アンケートの結果からは，精索の処置方法に
ついて「組織を用いた結紮」37％と「電気メス
やシーリング等を利用」18％を合わせると半数
以上の獣医師で縫合糸を用いない結紮方法を採
用していることが分かった。そのいずれの方法
においても，もっとも割合の多い理由として
「異物反応を避けるため」があげられているこ
とは，前述の報告などが術式に影響を与えた可
能性を示唆するものである。
　インテリジェント熱凝固装置や電気メスと合
わせて陰嚢縫合においても，医療用接着剤等を
使用した縫合糸を用いない機械的縫合を採用す
る動物病院の割合が一定程度存在していること
も明らかとなった。去勢手術，不妊手術だけに
とどまらず，腹腔鏡との併用で手術時間の画期
的な短縮を可能にするインテリジェント熱凝固
法装置は獣医療のレベルの向上に応じてさらに
拡大していくことが想像される（江原 2010）。
利便性，手術時間の短縮，初期費用はもちろん

必要となるが，一度導入すると麻酔時間の短縮
や縫合糸の削減も見込める。最も重要なことは
動物にとって炎症反応の抑制などにより術後の
回復時間が短縮出来るようになる。このような
理由から機械的縫合を猫の去勢手術に取り入れ
る獣医師は今後も増加することが予想される。

4-3  TNR の術式について
　TNR（地域猫）においても，陰嚢の切開創
を縫合しない術式が半数以上を占めた。非吸収
糸で縫合を行う場合では術後に抜糸が必要なた
め，術創が治癒するまでの 1週間ほどの間，地
域猫は入院することになる（再度捕獲して来院
することが困難なため）。しかし現実には地域
猫を長期に入院させることはゲージの移動や清
掃時の取り扱いなどにおいて困難を伴う。その
ため，地域猫に陰嚢縫合を施している動物病院
では，80％の獣医師が抜糸の必要がない吸収糸
による埋没縫合を採用していると回答した。
TNRでは術後の対応が必要ない埋没縫合によ
る術式に変更する獣医師がいたことが分かっ
た。

4-4  総括
　今回の研究ではアンケートを依頼するにあた
り，よりデータの正確性を高めるため臨床経験
のある獣医師に直接コンタクトをとることによ
りアンケートの依頼と拡散を行った。そのた
め，公の場やWEB上でのアンケート回答の募
集と比較すると，サンプル数の少ないデータと
なった（114件）。また，アンケート内容にお
いて，術式選択の回答に対して，即座に追加の
質問をメール等で送付し，「どこで教わったの
か」と追加質問をすることができていたなら
ば，地域性がみられた背景をより明確にするこ
とができたのではないかと考える。今後の課題
として検討していきたい。また、インテリジェ
ント熱凝固法（シーリング）についても，器具
を「持っていない」「持っていて去勢手術に使
用している」、「持っているが去勢手術に使用し
ない」という回答項目を追加していれば、各獣
医師の去勢手術の術式選択についてさらに深く
考察ができたのではないかと感じている。
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　教科書においては，猫の去勢手術の手技は陰
嚢の切開創について縫合を行う方法が標準とさ
れているが，本研究では，猫の去勢手術におい
て陰嚢の切開創を縫合をしない割合が高いこと
が分かった。獣医師は縫合の有無のメリット・
デメリットや猫の特性，これまでの経験を踏ま
えて切開創の処置方法について決定を行ってい
るものと推察する。または電気メスやシーリン
グ法を利用した手術器具を使用するかどうか
は，様々な条件を考慮した上で術式を選択して
いる。今後，獣医領域で人医療の術式がさらに
浸透していくと，シーリング法が犬猫の去勢手
術にも汎用性が高い手技となると推察され，獣
医療のレベルの向上に応じて利便性，手術時間
の短縮などを背景にシーリング法が全国に普及
する可能性が期待できる。この方法において
は，縫合糸を用いた結紮法に比べ，準備する手
術器具の削減も可能であると考える。手術補助
を行う愛玩動物看護師においてもこのような手
術法の変化に対応できるだけの知識が必要とさ
れるところである。
　また，飼い主の所有する猫と TNR（地域猫）
では去勢手術の術式は同じであると回答した獣

医師が多く（95％），飼い猫であるか TNRで
あるかという点よりも，獣医師自身のもっとも
慣れた手技であるかどうかで術式が決定してい
ると推察される。シーリング法は術後の回復が
早く，特に腹腔内手術においては腹腔鏡との併
用により感染症のリスクが大きく抑制されるこ
とが明らかとなっている（江原 2010）。今後，
シーリング法の獣医療への普及が促進され，去
勢手術のみならず卵巣子宮摘出術においてもこ
の手術方法の採用が高まるならば，術後すぐに
地域コミュニティに返される地域猫にとっては
より安全に生活することが可能となるであろ
う。低リスクでの去勢手術，避妊手術が可能に
なることは地域の TNR普及率を高める一因と
なり，さらには野良猫数の減少をもたらすもの
と考えられる。
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Abstract

This study investigated the variability in surgical techniques used for neutering cats among 

veterinary clinics and veterinarians nationwide. Specifically, it examined the most commonly 

employed methods and recent trends in neutering practices by surveying veterinarians 

categorized by age, geographic region, and whether differences exist between domesticated 

and community cats.

The survey was conducted via a questionnaire, with responses obtained from 114 

veterinarians. A key finding was the variation in postoperative scrotal suturing practices: 64% 

of respondents indicated that they do not suture scrotal incisions following surgery.

Regional differences were observed, particularly in the Kinki region, where suturing was 

more commonly performed compared to the Kanto and Kyushu regions. Additionally, an 

increasing number of veterinary clinics have adopted intelligent thermal coagulation for 

castration procedures in recent years.

The results also revealed that more than half of the surveyed veterinarians preferred one of 

two methods for ligating the spermatic cord: tissue ligation or ligation using electrocautery 

or intelligent thermal coagulation (sealing). This trend has been frequently reported in recent 

years and may be associated with the rising incidence of suture-reactive granulomas. 

Furthermore, the diversity of surgical techniques employed for feline castration―one of the 

most commonly performed procedures in primary veterinary practice―underscores the 

challenges in standardizing castration protocols through veterinary education.

In Trap-Neuter-Return (TNR) cat castration surgeries, the liberation method without scrotal 

sutures or the use of absorbable sutures that do not require removal was commonly 

implemented. These findings suggest that veterinarians are actively adapting surgical 

techniques to address the challenges of postoperative management in difficult-to-handle cats.
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